
YSP × KIREI
祝！N.S.Pデビュー50周年

『めぐり逢いはすべてを越えて
〜The�Way�We�Are〜』
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の⾳楽

で綴る

松坂貴久⼦
中村悦⼦

朗読ユニットKIREI

寺⽥理恵⼦

⾳楽朗読劇

ゆりえ×平賀和⼈(N.S.P)

YSP(ゆりえすぴー)

2023年�７⽉１⽇�(⼟)
内幸町ホール
会 場：内幸町ホール（内幸町駅・新橋駅より徒歩５分）
時 間：13:20�開場∕14:00�開演
料 ⾦：¥4,500（全席⾃由席）
出演者：YSP（平賀和⼈、ゆりえ）
    朗読ユニットKIREI（松坂貴久⼦、寺⽥理恵⼦、�中村悦⼦）

件名「７∕１�申込み」
本⽂に①お名前（全員）②ご連絡先お電話番号(代表者）③ご希望枚数
をご記載の上、お申し込みください。
メールの確認後、振込⽅法などをご連絡いたします。
企画・プロデュース：ゆりえ・寺⽥理恵⼦∕脚本：寺⽥理恵⼦
後援：NPO⽇本朗読⽂化協会

＜チケット申込み・お問い合わせ＞
KIREI朗読事務局 kirei.roudoku@gmail.com 宛に

＜第1部＞＜第1部＞��NSPの楽曲を
NSPの楽曲を織り交ぜて語る、

織り交ぜて語る、新しいスタイルの
新しいスタイルの⾳楽朗読劇！
⾳楽朗読劇！＜＜第2部＞第2部＞YSPによるYSPによるスペシャルライブ！！

スペシャルライブ！！

お申し込み

mailto:kirei.roudoku@gmail.com


元局アナ3⼈で構成された朗読ユニット。
誰もが年齢に関係なく、輝いた⼈⽣を送ってほしいという気持ちで朗読会を企画・公演している。

都営三⽥線�内幸町A5番出⼝から後⽅の
「内幸町交差点」信号を渡らず右折し、
「国会通り」の右側にホール⼊⼝。徒歩5分

東京メトロ銀座線�新橋駅7番出⼝に向かい
内幸町地下通路（E�内幸町�⽇⽐⾕）より徒歩5分

都営浅草線�新橋駅7番出⼝に向かい
内幸町地下通路（E�内幸町�⽇⽐⾕）より徒歩5分

ＪＲ�新橋駅（⽇⽐⾕⼝）より
第⼀ホテル東京⽅⾯広場より階段を下る。徒歩5分

内幸町ホールへの⾏き⽅

【KIREIとは】

【N.S.Pとは】
N.S.Pは、天野滋、中村貴之、平賀和人による岩手県出身の3人組のフォーク・グループ。
一関工業高等専門学校の同級生であった3人が在学中の1972年に結成した。
アマチュア時代にはニュー・サディスティック・ピンクとして、当初はロックを中心に活動していた。
高専在学中の1973年に第5回ヤマハポピュラーソングコンテストに於いて楽曲「あせ」でニッポン放送賞を受賞
し、同年6月「さようなら」でデビュー。叙情派フォークを代表するグループとなる。
代表曲に「夕暮れ時はさびしそう」などがある。

【YSP(ゆりえすぴー)とは】
N.S.Pのベーシスト平賀和人とシンガーソングライターのゆりえによるユニット。
主にN.S.Pの楽曲をリメイクカバーしている。今年３月には初のアルバム『p.s.YSP』を発売。

東京都千代⽥区内幸町1-5-1
TEL:�03-3500-5578

＜ゆりえ＞
1990年生まれ。東京都出身のシンガーソングライター。昭和音楽大学作曲学科卒
業。
「ユカリエ」「うねり」「YSP(ゆりえすぴー)」のギター＆ヴォーカルを担当。
作詞・作曲家として楽曲提供や、舞台・映像への出演など幅広く活動している。

＜平賀和人＞
1954年生まれ。岩手県花巻市出身。N.S.Pではベース＆ヴォーカルを担当。
ポニーキャニオンでディレクターとしても活躍しており、
主な担当アーティストはGO-BANG'S、平松愛理、瀬戸朝香など。

＜中村悦子＞
元静岡エフエム放送、元ラジオたんぱ(現ラジオNIKKEI)アナウンサー。
FM局でのニュース、CMや司会、ナレーション等の仕事の傍ら朗読と出会
う。
年数回の朗読会や小学校、図書館等での読み聞かせのため本屋巡りの日々。

＜寺田理恵子＞
元フジテレビジョンアナウンサー。「心とからだ磨きの朗読教室」を主宰。
著書に『「毎日音読」で人生を変える』『60代、ひとりで前向きに生きる』
『四季を感じる毎朝音読』（さくら舎）。

＜松坂貴久子＞
元静岡第一テレビアナウンサー。主婦経験と資格を活かし、
朗読・話し方・暮らしのマナー・ヘルシークッキングのサロンを開く他、
「アナウンサーが教えるアンチエイジングのための朗読講座」を開講。

ゆりえHP ポニーキャニオン
オンラインショップ
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